
保育実習Ⅱ   藤野・千﨑 

 

※実務経験のある教員による授業科目 

授業概要  

実際に児童福祉施設（保育所を除く）や障害者支援施設において、利用者とかかわり、生活をともにする体

験する中で、社会福祉施設の機能や利用者への適切なかかわりについて理解する。社会福祉施設・機関で利用

者や利用者家族へ相談援助の実務経験がある教員を中心に行った事前指導にもとづき、利用者の背景や置かれ

ている状況、生活課題を把握、理解し、支援者としてどのようにかかわるか、自身で考え行動することが求め

られる。また、社会福祉施設では保育士以外にも多様な専門職が勤務しており、そうした他の専門職の職務を

理解することにより、保育士の業務や役割についても理解を深めることとする。 

実習中は、実習施設の職員の指導に基づき利用者の理解を深めながら、支援を行う。 

日々の学びについては、実習日誌に記録し、指導者の指示をあおぐこととする。 

 

授業計画  

 

(1)実習期間 春期…8 月・9 月の間の 2 週間、秋期…2 月・3 月の間の 2 週間 

（実習施設により日程が異なる。） 

(2)実習時間…1日 8 時間(休憩時間を除く)を上限とし、12 日間、90 時間を確保する。 

(3)実習内容…観察・参加実習を中心とするが、実習園の指示により部分実習・責任実習を行う場合もある。 

 

到達目標  

(1) 利用者や職員と生活を共にすることによって、利用者の背景や生活課題を理解することができる。 

(2) 人権の尊重、自立支援、利用者の自己決定、秘密保持等をふまえた、利用者のとのかかわりを理解する

ことができる。 

(3) 利用者と積極的に関わるとともに、職員の行動・実践から積極的に学びとることができる。 

(4) 利用者の様子、自身の支援等を丁寧に記録し、適切な実習記録をまとめることができる。 

(5) 大学で学んだ知識や技術を実習の場で総合的に捉え直し、新たな学習課題の発見と学習意欲に結びつけ

ていくことができる。 

履修上の注意  

(1)保育実習Ⅱを実施するためには、原則として以下のすべての条件を満たすことが必要である。 

①実習派遣条件科目の単位を修得していること。 

②「保育実習指導Ⅱ」の授業に原則として全出席し、授業担当者の指示を遵守していること。 

③保育実習に必要な学内のガイダンスに出席し、すべての書類の提出及び手続きを所定の期日までに完了し

ていること。 

(2)実習中の欠席は特別の場合を除き認められない。認められた場合でも、実習の延長が必要となる。 

 

予習・復習  

(1)予習 

① 実習開始前にオリエンテーションを受け、実習施設の概要理解に努める。 

② 保育実習事前事後指導Ⅱの授業を受け、準備学習をする。実習の目標を定め、実習日誌に記載する。 

③ 実習中は次の日の実習目標をたて、教材準備等に努める。 

(2)復習 

実習中は毎日、実習日誌の記入を通して、実習の振り返りに努める。 

 

評価方法  

実習施設による評価（実習態度 施設理解 利用者理解等）80％、実習日誌の評価 20％ 

実習日誌を期日までに提出していることが評価の前提となる。 
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